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あ

ん

な

い

　６月13日（土）
　　10：30～12：00
　近鉄・瓢箪山駅

仲間づくり
総がかり宣伝

「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」

「
花
筐/

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」

【とき方】二重カッコをアルファベット順
に並びかえてください。あらわれた言葉・
成句・詩歌が答えです。
一部の文字は濁点に読み替えてください。

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

☎ 06-6357-6462　　⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局 大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。
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争
三
部
作
…
。
数
多
く
の

作
品
を
送
り
出
し
た
大
林

信
彦
監
督
が
、
最
後
の
作

品
と
な
っ
た
「
海
辺
の
映

画
館
―
キ
ネ
マ
の
玉
手

箱
」
の
公
開
予
定
日
の
４

月
10
日
に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
新

作
は
観
ら
れ
ま
せ
ん
の

　

尾
道
を
舞
台
に

し
た「
転
校
生
」な

ど
尾
道
三
部
作
、

「
北
京
的
西
瓜
」、

近
年
に
は
「
こ
の

空
の
花
―
長
岡
花

火
物
語
」
な
ど
戦

で
、
大
林
監
督
の
過
去
の

作
品
2
本
を
紹
介
し
ま

す
。

　

【
さ
び
し
ん
ぼ
う
（
１

９
８
５
年
）】
は
、
尾
道

三
部
作
の
三
作
目
で
、
彼

の
前
に
突
然
現
わ
れ
た
少

女
時
代
の
母
親
〝
さ
び
し

ん
ぼ
う
〟
と
少
年
と
の
交

流
を
描
い
た
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
作
品
で
す
。
シ
ョ
パ
ン

の
「
別
れ
の
曲
」
に
合
わ

せ
た
少
年
の
淡
い
恋
が
描

か
れ
、
懐
か
し
さ
を
感
じ

ま
す
。
35
年
前
の
映
画
な

の
で
、
主
演
の
富
田
靖
子

と
尾
美
と
し
の
り
を
は
じ

め
、
と
に
か
く
出
演
者
が

す
べ
て
若
い
で
す
。

 

【「
花
筐/

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」（
２
０
１

７
年
）】
は
、〝
戦
争
三
部

作
〟
の
最
終
章
で
、
窪
塚

俊
介
、
常
盤
貴
子
、
満
島

真
之
介
な
ど
が
出
演
し
て

い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
直

前
の
１
９
４
１
年
の
戦
禍

の
中
に
生
き
る
若
者
た
ち

の
青
春
群
像
劇
が
、
佐
賀

県
唐
津
市
を
舞
台
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
作
品
を
観

て
い
る
と
大
林
監
督
の
デ

ビ
ュ
ー
作
「
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

―
ハ
ウ
ス
―
」
を
思
い
出

し
て
し
ま
い
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症に関する
共済金の取扱いついて

ヒ
ン
ト　

こ
れ
が
な
い
と
生
活
は
出

来
ま
せ
ん

出
題
＝Mr.BON

称
�
公
用
の
対

�
肝
心
な
箇
所
。
～
だ
け
を

話
せ

�
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

�
図
書
館
で
コ
レ
を
３
冊
借

り
た

�
ひ
ど
い
破
損
。
機
体
は
～

し
た

�
マ
キ
な
ど
を
割
る
の
に
用

い
る
具

�
短
所
。
一
長
一
〇
〇

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
乳
児
に
乳
を
飲
ま
せ
る
こ

と
❺
ネ
ッ
ト
。
法
の
～
を
く
ぐ

る
❼
交
通
事
故
を
警
察
に
～
す

る
❽
匂
い
マ
ツ
タ
ケ
、
味
～

❾�

ゴ
ル
フ
で
ア
ウ
ト
の
対

��

近
所
と
な
り
。
～
諸
国

�
命
が
け
で
守
る
こ
と
。
１

点
を
～

�
キ
ー
。
ヨ
コ
の
～

タ
テ
の
カ
ギ

❶
ま
こ
と
。
～
に
美
し
い
！

❷
優
越
的
地
位
。
～
に
立
つ

❸
西
洋
紙
に
対
し
て
和
紙
の

称
❹
朝
な
～
な
に
礼
拝
す
る

❺
米
国
。
～
合
衆
国

❻
野
菜
等
を
細
か
く
切
り
刻

む
こ
と

❽
体
の
～
ま
で
温
ま
る

�
車
は
～
に
止
ま
れ
な
い

�
豊
臣
秀
吉
の
一
代
記
の
総

�
旧
国
名
で
今
の
愛
媛

�
使
い
み
ち
。
～
が
広
い

�
後
ろ
。
～
に
そ
ら
す

��

♪
～
を
歌
え
ば
靴
が
鳴
る

�
雨
の
天
気
。
～
順
延

�
九
州
地
方
東
部
の
県

�
沈
黙
は
～
、
雄
弁
は
銀

�
知
能
を
利
用
し
て
犯
す
犯

人

　

３
月
号
の
答
え
は
、「
か

い
け
ん
は
つ
ぎ
の
ー
（
改
憲

発
議
ノ
ー
）」
で
し
た
。
応

募
数
は
ハ
ガ
キ
19
通
、
メ
ー

ル
80
通
、
合
計
99
通
で
し

た
。
次
の
10
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

有
田
和
恵
（
茨
木
市
職
労
）、

今
泉
正
信
（
枚
方
市
職
労
）、

高
崎
厚
子
（
全
教
八
尾
）、

小
山
史
歩
（
全
労
働
大
阪
支

部
）、
里
武
史
（
自
動
車
機

構
労
組
）、
田
中
昭
博
（
大

阪
福
祉
事
業
財
団
分
会
）、

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労会館1Ｆ　大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉６月25日（木）
　　　　〔発表は７月号〕
〈賞品〉�正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります

東宝名作セレクションDVD
発売中　発売・販売元　東
宝© 1985 TOHO CO.,LTD©唐津映画製作委員会／PSC 2017

　

第
91
回
大
阪
メ
ー
デ
ー
は
、
扇
町
公
園
で
の
集
会
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
中
、
実
行
委

員
会
は
規
模
を
縮
小
し
て「
第
91
回
大
阪
メ
ー
デ
ー
宣
言

集
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
菅
義
人
大
阪
労
連
議
長
は
「
い
ま
全
世

界
で
猛
威
を
ふ
る
う
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

雇
用
危
機
が
、
世
界
の
人
口
の
４
割
、
16
億
人
に
及
ぶ
と

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
報
告
し
、
早
急
な
経
済
対
策
を
取
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。
国
会
で
は
、
感
染
対
策
を
め
ぐ
っ
て
野
党
が

積
極
的
な
提
案
を
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
市
民
と
野
党

が
力
を
合
わ
せ
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
抜
本
的
な
対

策
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

大
阪
医
労
連
の
前
原
嘉
人
書
記
長
か
ら
「
感
染
症
対
策

の
中
心
的
役
割
を
担
う
公
立
・
公
的
病
院
等
の
再
編
・
統

合
を
撤
回
し
て
感
染
症
対
策
の
強
化
が
必
要
で
す
。
今
後

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
手
立
て
を
国
に
対
し
て
強
く
求
め
ま

す
」
と
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ー
ド
を
掲
げ
撮
影
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
ま
し
た
。
ま

た
大
阪
市
内
に
宣
伝
カ
ー
を
走
ら
せ
て
「
い
の
ち
・
く
ら

し
・
雇
用
・
営
業
を
守
れ
、
誰
も
が
８
時
間
働
け
ば
人
間

ら
し
く
暮
ら
せ
る
職
場
と
平
和
な
社
会
を
め
ざ
そ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
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＊新型コロナウイルス感染症は、病気原因
です。　
　対象メニューは、医療・シニア医療共
済、生命・シニア生命共済、慶弔②型共済
に加入されている方々が共済金請求の対象
になります。
①�入院：１日目から給付。
　�〈特別対応〉本来感染したら入院が必要

にもかかわらず、医療機関の事情で医療
機関以外の施設に入所もしくは自宅にて
療養された場合は、医師の証明書を提出
していただけたらその期間を入院として
扱います。

②�安静休業：連続７日以上医師の指示で自
宅療養した場合も給付対象です。

③�さらに身近な方が感染され、その関連で

医師から自宅待機を指示された場合も自
宅療養として扱います。

④�万が一新型コロナウイルス感染症が原因
で亡くなられた場合は、生命共済では不
慮の事故扱いになります。（傷害特約が
適用：倍額給付）

※�詳しくは、共済事務局へお問い合わせ下
さい。

い
の
ち
・
く
ら
し・
雇
用
・
営
業
を
守
れ

第91回大阪メーデー宣言集会を開催
働くものの団結で生活と権利を守り、平和と民主主義、中立の日本をめざそう

自
粛
と
補
償
は
一
体
で

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
防
止
で
の
　

觜
忠
治
（
三
協

運
輸
分
会
）、

坂
口
寿
子
（
大

阪
み
な
み
医
療

福
祉
生
協
労

組
）、
岡
田
正

章
（
年
金
者
組

合
箕
面
支
部
）、

辻
口
隆
（
年
金

者
組
合
吹
田
支

部
）


